
畑

仏
教
が
世
界
宗
教
た
り
う
る
の
は
、
深
遠
な
る
哲
理
を
有
す
る
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
悠
久
三
千
年
に
わ
た
っ
て
展
開
し
て
い
る
の

は
実
践
行
の
裏
付
け
が
存
す
る
に
外
な
ら
な
い
。

天
台
教
学
ま
た
然
り
。
『
智
目
行
足
到
清
涼
池
』
な
る
名
言
は
、
如
実
に
こ
の
教
相
・
観
心
二
門
双
資
を
物
語
っ
て
い
る
。

こ
の
中
、
槻
心
門
は
摩
訶
止
観
一
部
十
大
章
に
説
か
れ
、
中
心
と
な
る
ゞ
へ
き
第
七
正
修
章
の
略
説
と
し
て
第
一
大
意
章
に
五
略
を
述
一
へ

て
、
四
種
三
昧
を
説
い
て
い
る
ゞ
そ
の
四
種
三
味
の
中
、
常
坐
三
味
・
常
行
三
味
は
阿
弥
陀
仏
を
中
心
と
し
た
行
法
で
、
こ
れ
を
も
っ
て

天
台
円
頓
止
観
の
実
践
行
法
と
し
て
い
る
の
で
、
古
来
こ
こ
に
説
か
れ
る
念
仏
を
止
観
念
仏
と
呼
ん
で
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
止
観
念
仏

は
、
天
台
の
観
心
門
に
大
き
な
地
位
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

ひ
る
が
え
っ
て
、
伝
教
大
師
最
澄
の
将
来
に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る
止
観
念
仏
に
端
を
発
し
た
叡
山
浄
土
教
を
み
る
に
、
慈
覚
大
師
円
仁
の

五
台
山
念
仏
の
将
来
に
よ
っ
て
大
き
く
展
開
し
、
さ
ら
に
、
恵
心
憎
都
源
信
に
よ
っ
て
教
学
・
実
践
と
も
に
組
織
大
成
さ
れ
る
に
至
り
、

叡
山
浄
土
教
に
お
け
る
止
観
の
発
揮
（
西
村
）

二
五
三

叡
山
浄
土
教
に
お
け
る
止
観
の
発
揮

一

木
諭

の
意

図

西
村

問
紹

（
叡

山
学

院
）



日
本
天
台
の
開
削
者
伝
教
大
師
最
澄
（
七
六
七
’
八
一
三
）
の
伝
記
害
に
は
、
彼
最
澄
が
弥
陀
信
仰
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
立
証
す
る
稜

極
的
な
資
料
は
見
当
ら
な
い
。
ま
た
、
彼
の
確
実
な
著
作
の
中
か
ら
も
、
浄
土
教
に
関
す
る
文
献
は
一
つ
も
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

３
４

た
だ
、
断
片
的
で
は
あ
る
が
、
『
守
護
国
界
章
鮨
下
ノ
中
巻
、
『
授
菩
朧
戒
儀
」
第
十
一
広
願
の
条
、
『
七
難
消
滅
謎
国
頌
』
な
ど
に
、
頗

生
や
唱
念
に
関
す
る
文
が
見
ら
れ
る
の
で
、
最
澄
が
浄
土
願
生
者
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
推
察
さ
れ
る
が
、
彼
の
念
仏
思
想
が
如
何
な
る

性
格
を
も
つ
も
の
て
あ
っ
た
か
は
、
以
上
の
資
料
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。

⑤

そ
の
た
め
に
、
筆
者
は
以
前
に
、
最
澄
入
康
前
後
の
中
庸
仏
教
の
状
況
と
、
中
唐
天
台
と
浄
土
教
と
の
関
連
性
と
を
究
明
し
、
最
溌
の

受
容
し
た
念
仏
思
想
を
明
確
化
し
よ
う
と
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
最
澄
の
入
府
（
八
○
四
’
八
○
五
）
前
後
の
中
唐
仏
教
で
は
、
諸
宗
の
教

学
を
綜
合
し
、
種
灸
の
行
法
を
奨
修
す
る
仙
向
が
強
く
動
い
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
華
厳
の
澄
観
（
七
三
八
’
八
三
九
）
や
訳
経
僧
飛

錫
や
五
会
念
仏
の
創
唱
者
法
照
な
ど
の
諸
学
偶
は
相
当
大
き
く
天
台
教
学
の
影
群
を
受
け
て
い
る
ｃ

ま
た
逆
に
、
当
時
の
天
台
教
団
に
も
、
需
教
や
禅
や
浄
土
教
が
浸
透
し
て
、
最
澄
入
唐
当
時
の
天
台
山
に
も
、
こ
う
し
た
綜
合
墜
修
の

叡
山
浄
土
教
に
お
け
る
止
観
の
発
揮
（
西
村
）

二
五
四

日
本
浄
土
教
の
母
胎
と
し
て
の
役
割
を
果
し
た
が
、
叡
山
（
す
な
わ
ち
日
本
天
台
）
内
で
称
え
ら
れ
た
叡
山
浄
土
教
は
、
決
し
て
天
台
宗

の
測
宗
的
な
存
在
で
は
な
く
、
筆
者
は
む
し
ろ
法
華
至
上
主
義
に
立
脚
し
た
叡
山
仏
教
と
し
て
、
時
機
相
応
の
仏
法
を
念
仏
に
見
出
し
、

こ
れ
を
慨
心
門
の
実
践
法
と
し
て
取
り
あ
げ
た
、
い
わ
ば
止
観
の
発
押
と
し
て
の
叡
山
浄
土
教
と
み
た
い
の
で
あ
る
。
以
下
、
叡
山
浄
土

教
展
開
史
上
に
お
い
て
、
キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト
を
占
め
る
最
澄
・
円
仁
・
恵
心
の
天
台
沙
門
と
し
て
の
浄
土
思
想
と
、
そ
の
実
践
法
と
を
考

察
し
」
《
う
。

二
最
澄
と
止
観
念
仏
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も
ち
ろ
ん
、
中
国
天
台
の
開
創
者
天
台
大
師
智
顕
に
も
、
す
で
に
法
華
信
仰
と
と
も
に
弥
陀
信
仰
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ

が
徐
々
に
天
台
教
団
内
に
発
達
し
て
い
っ
て
、
西
腓
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
『
観
無
量
寿
経
疏
』
一
巻
、
『
阿
弥
陀
経

義
記
』
一
巻
、
『
十
疑
論
』
一
巻
、
『
五
方
便
念
仏
門
』
一
巻
な
ど
が
智
顕
に
仮
託
さ
れ
て
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
六
祖
荊

渓
大
師
湛
然
（
七
二
’
七
八
二
）
が
法
華
三
大
部
に
対
し
て
、
『
釈
裁
』
、
『
文
句
記
』
、
『
輔
行
」
を
著
わ
し
て
天
台
の
玄
旨
を
発
揮
し
た

頃
に
は
、
す
で
に
和
当
浄
土
教
が
中
唐
天
台
に
浸
到
し
て
い
た
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。

一
方
、
最
澄
の
入
府
求
法
期
間
の
師
、
道
遼
和
尚
・
行
満
序
主
。
順
暁
阿
閣
梨
等
で
、
最
も
深
い
凶
縁
を
結
ん
だ
の
は
道
遮
和
尚
で
あ

り
、
彼
の
膝
下
台
州
竜
興
寺
浄
土
院
で
入
府
中
の
大
部
分
を
過
ご
し
た
。

道
逢
和
尚
（
七
祖
）
は
、
荊
渓
（
六
祖
）
の
付
法
の
高
弟
で
あ
り
、
こ
の
和
尚
か
ら
親
し
く
止
観
の
講
義
を
受
け
た
最
澄
が
、
荊
渓
の
浄

土
思
想
を
充
分
受
容
し
継
承
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
な
お
、
最
澄
は
、
入
唐
以
前
か
ら
摩
訶
止
観
に
深
い
関
心
を
も
っ
て
い
た

も
の
の
よ
う
で
、
延
勝
七
年
に
至
り
、
先
に
結
ん
だ
草
唯
を
改
修
し
て
一
宇
の
坊
舎
を
建
立
し
、
こ
れ
を
『
一
乗
止
観
院
』
と
呼
ん
で
い

る
こ
と
も
、
摩
訶
止
観
に
示
さ
れ
た
行
法
を
実
践
す
る
道
場
を
意
味
し
た
も
の
に
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
最
澄
の
基
本
的
な
念
仏
思
想
は
、
摩
訶
止
観
に
説
か
れ
た
四
種
三
味
の
中
の
常
坐
・
常
行
両
三
味
の
念
仏
、

す
な
わ
ち
、
い
わ
ゆ
る
止
観
念
仏
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
止
観
念
仏
を
み
る
に
先
立
ち
、
摩
訶
止
観
の
組
織
を
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

叡
山
浄
土
教
に
お
け
る
止
観
の
発
揮
（
西
村
）

二
五
五

価
向
に
あ
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
っ
て
、
最
澄
の
円
・
密
・
禅
。
戒
の
四
宗
相
承
も
、
こ
れ
ら
綜
合
仏
教
た
る
性
格
を
も
つ
日
本
天
台
宗

の
開
創
も
、
法
華
の
開
会
思
想
に
よ
る
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
一
面
ま
た
、
こ
う
し
た
中
唐
仏
教
の
反
映
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

ス
－
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摩
訶
止
観
一
部
十
大
章
は
十
広
と
も
呼
ば
れ
る
が
、
そ
の
中
心
と
な
る
の
は
第
六
方
便
章
と
第
七
正
修
章
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
正
観
に

入
る
に
先
立
ち
、
先
づ
二
十
五
方
便
を
修
し
、
次
に
十
乗
観
法
に
よ
っ
て
十
境
を
観
じ
、
一
念
三
千
・
三
諦
円
融
を
証
得
す
る
わ
け
で
あ

（
摩
訶
止
観
）

方
便
（
三
五
」
》
Ｉ
’
千
五
万
便
産
逼

（
十

境
）

正
修
（
四
八
ｃ
）
１
１
陰

入
境
（
五
一
ｃ
）

果
報
Ｉ
｜

煩
悩

境
（
一
○
二
ａ
）

起
教

ｌ
不
説

病
患

境
（
一
○
六
ａ
）

ｌ
旨
帰
Ｉ

業
相

境
（
一
二
ｃ
）

魔
事

境
（
二
四
ｃ
）

禅
定

境
（
二
七
ａ
）

諸
見

境
（
二
一
二
ｃ
）

上
慢

境
’

二
乗

境
ｌ
不
説

ｌ
菩

薩
境
Ｉ

（
十
大
章
・
十
広
）

大
正
四
六

ｌ
大
意
（
四

ａ）

釈
名
（
一
二
ｂ
）

顕
体
（
二
三
ｃ
）

摂
法
（
二
九
ｃ
）

偏
円
（
三
二
ａ
）

叡
山
浄
土
教
に
お
け
る
止
観
の
発
揮
（
西
村
）

ご
（
五

天
１
発

ａ
）
Ｉ

修

Ｄ）
感

Ｃ）
裂

ｃ）
－
帰

大 大 大 大 大

略
処 網 果 行 心､-／
へ へ へ へ 戸

四
ａ
）
Ｉ
常

坐
三

味
（
四

種
三

味
）

二
ａ
）
’
一
常

行
三
昧

一詑聖一一ｌ拝而拝挫幸碓
二
○
ｂ
）

無 能 知 対 修 識 破 巧 起 観
へ

十

乗
観

法
）

不
思
議
境

慈
悲

心

安
止

観

法
侃

通
塞

道
州

治
助

開

次
位

安
忍

法
愛

（
五
二
ｂ
）

（
五
五
Ｃ
）

（
五
六
ｂ
）

（
五
九
ｂ
）

（
八
六
ａ
）

（
八
七
Ｃ
）

（
九
一
ａ
）

（
九
七
ｂ
）

（
九
九
ａ
）

（
九
九
Ｃ
）

（
一
一
ａ
）

（
一
一
一
ａ
）

（
一
二
一
ａ
）

（
一
四
ｂ
）

一
一
七
Ｌ
一
、

一
一
子
エ
ョ
ノ



る
。
こ
の
止
観
一
部
十
広
を
略
説
し
た
の
が
第
一
大
意
章
の
五
略
で
あ
り
、
こ
の
中
、
修
大
行
の
内
容
を
な
す
も
の
が
四
種
三
昧
で
あ
る
。

こ
れ
を
み
て
も
、
四
種
三
昧
が
、
摩
訶
止
観
の
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
中
、
常
坐
三
昧
は
、
常
坐
の
一
行
を
修
す
る
か
ら
一
行
三
昧
と
も
い
い
、
文
殊
説
文
殊
問
両
般
若
経
の
説
に
基
づ
き
、
独
り
、
あ

る
い
は
多
衆
と
共
に
、
九
十
日
間
坐
っ
た
ま
ま
、
一
仏
（
荊
渓
は
こ
れ
を
弥
陀
に
限
定
し
た
）
の
名
を
称
え
て
、
実
相
を
観
ず
る
も
の
で

あ
る
。
方
法
と
し
て
身
の
開
（
坐
）
、
遮
（
行
、
住
、
臥
）
、
口
の
説
黙
（
黙
を
常
と
し
、
疲
病
、
睡
蓋
、
内
外
の
陣
等
に
よ
り
心
散
乱
せ

も
つ
ば

ぱ
仏
名
を
称
す
）
、
意
の
止
観
（
端
坐
正
念
し
て
、
縁
を
法
界
に
繋
け
、
念
を
法
界
に
一
ら
に
す
）
を
説
い
て
い
る
。

常
行
三
昧
は
、
仏
立
三
昧
と
も
い
い
、
般
舟
三
昧
経
に
基
づ
き
、
弥
陀
を
本
尊
と
し
て
、
九
十
日
間
常
に
一
人
道
場
内
の
弥
陀
本
尊
の

ま
わ
り
を
歩
き
巡
っ
て
阿
弥
陀
仏
の
名
を
唱
え
、
十
方
の
諸
仏
の
来
立
を
み
る
も
の
で
あ
る
。
実
践
法
と
し
て
、
身
の
開
（
行
）
、
遮
（
坐
、

住
、
臥
）
、
口
の
説
黙
（
唱
念
供
に
運
び
、
或
は
先
念
後
唱
、
先
唱
後
念
、
唱
念
休
息
せ
ず
、
歩
々
、
声
を
、
念
々
唯
阿
弥
陀
仏
に
あ
り
）
、

意
の
止
観
（
弥
陀
の
依
報
正
報
を
観
ず
）
を
説
い
て
い
る
。

こ
れ
ら
、
阿
弥
陀
仏
を
中
心
と
し
た
両
三
昧
の
実
践
法
を
み
る
と
き
、
そ
こ
に
は
、
身
口
意
三
業
相
応
の
念
仏
法
が
強
調
さ
れ
、
弥
陀

を
唱
う
る
は
、
十
方
の
仏
名
を
唱
う
る
と
功
徳
等
し
い
と
弥
陀
の
優
越
性
を
主
調
し
、
称
名
は
意
業
の
観
念
を
増
長
せ
し
め
る
補
助
的
な

方
法
で
あ
る
こ
と
を
述
言
へ
て
い
る
。
か
か
る
点
は
止
観
念
仏
の
特
色
で
あ
っ
て
、
止
観
の
発
揮
と
し
て
の
叡
山
浄
土
教
の
淵
源
た
る
所
以

最
澄
は
、
以
上
の
よ
う
な
止
観
念
仏
を
比
叡
山
へ
将
来
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
念
仏
は
、
法
華
至
上
主
義
に
立
脚
し
た
天
台
宗
に

お
い
て
、
円
頓
止
観
の
一
行
法
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
、
後
世
、
叡
山
に
お
い
て
法
華
と
念
仏
と
が
何
等
予
盾
な

く
、
よ
く
調
和
し
て
墜
修
墜
行
さ
れ
て
行
っ
た
所
以
が
存
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

叡
山
浄
土
教
に
お
け
る
止
棚
の
発
揮
（
西
村
）

二
五
七

、

〒
、
が
琴
。
。



最
澄
の
高
弟
の
一
人
慈
覚
大
師
円
仁
（
七
九
四
’
八
六
四
）
の
造
さ
れ
た
功
績
の
第
一
は
、
何
と
い
っ
て
も
台
密
の
充
実
で
あ
る
。
円
仁

の
入
唐
求
法
も
こ
の
Ⅱ
的
の
た
め
で
あ
り
、
密
教
典
燕
の
将
来
に
あ
っ
た
。
帰
朝
後
に
お
い
て
も
金
剛
頂
経
疏
七
巻
、
蘇
悉
地
経
疏
七
巻

７

等
の
名
著
を
も
の
し
、
ま
た
、
顕
帝
二
教
判
を
立
て
て
円
珍
・
安
然
ら
と
と
も
に
台
帯
教
学
を
樹
立
完
成
さ
せ
た
。

そ
れ
と
共
に
特
筆
さ
る
ゞ
へ
き
ば
、
五
会
念
仏
（
五
台
山
念
仏
）
の
伝
承
で
あ
る
。
円
仁
の
十
箇
年
に
及
ぶ
入
府
旅
行
の
行
程
は
、
自
著

で
あ
る
『
入
濟
求
法
巡
礼
行
記
』
四
巻
に
明
瞭
で
あ
る
が
、
開
成
五
年
（
八
四
○
）
五
月
五
台
山
の
竹
林
寺
に
詣
で
た
記
事
を
、

（
開
成
五
年
）
五
月
一
日
。
天
晴
。
巡
一
一
五
台
一
去
・
従
二
停
点
一
普
通
西
行
十
七
許
里
。
向
脂
北
過
二
一
高
嶺
一
。
行
十
五
里
。
到
竹
林
寺
。
断

○
○

０
○

○
０

。
０

０
○

○
Ｏ

Ｑ
○

○
○

○
０

０

中
、
価
見
索
諸
州
来
求
二
受
戒
一
沙
弥
数
十
人
圭
。
在
寺
候
口
。
斎
後
巡
二
礼
寺
一
。
有
二
般
舟
道
場
一
。
曽
有
秀
法
照
和
尚
於
此
堂
修
学
念
仏
三
味
一
。

有
勅
揃
二
号
大
冊
和
尚
一
、
遷
化
来
近
一
二
百
年
一
。
今
造
影
安
二
置
堂
異
一
。
又
画
仏
陀
波
利
儀
鳳
元
年
来
一
到
川
門
一
見
一
一
老
人
一
之
影
圭
。

と
栽
せ
て
い
る
。
Ⅲ
仁
は
こ
の
竹
林
寺
に
十
江
日
間
洲
在
し
、
の
ち
大
華
厳
咋
で
天
台
の
碩
学
志
遠
法
師
よ
り
耀
訶
止
観
の
講
義
を
聞
き
、

さ
ら
に
般
若
院
に
て
天
台
の
教
迩
と
と
も
に
、

・
浄
土
五
会
念
仏
略
法
事
儀
讃
一
巻
南
岳
沙
門
法
照
述

・
五
台
山
大
聖
竹
林
寺
釈
法
照
得
見
台
山
境
界
記
一
巻

の
二
誉
を
写
し
て
い
る
。
円
仁
は
、
さ
ら
に
そ
の
後
、
長
安
に
行
っ
た
が
、

開
成
六
年
（
会
昌
元
年
）
二
月
八
日
。
金
剛
界
曼
茶
羅
禎
画
了
、
又
勅
令
請
章
敬
寺
鏡
浦
法
師
於
二
硝
寺
伝
向
弥
陀
浄
土
念
仏
教
垂
。
什

三
日
起
首
至
二
廿
五
日
一
。
於
二
此
資
聖
寺
一
伝
二
念
仏
教
一
。
又
巡
二
諸
寺
一
。
姉
寺
三
日
巡
輪
不
絶
。

叡
川
浄
化
教
に
お
け
る
止
観
の
発
仰
（
西
村
）

三
円
仁
と
五
会
念
仏

五

八



と
、
円
仁
は
五
台
山
の
み
な
ら
ず
、
長
安
で
も
法
照
の
念
仏
教
が
盛
に
行
わ
れ
て
い
る
事
実
を
見
聞
し
、
法
照
の
五
会
念
仏
に
特
別
の
注

意
を
払
い
、
将
来
へ
の
努
力
を
つ
く
さ
れ
た
。
か
く
て
、
帰
朝
の
翌
年
た
る
承
和
十
五
年
（
八
四
八
）
に
は
、
叡
山
東
塔
に
常
行
三
味
堂
を

建
立
し
、
仁
寿
元
年
（
八
五
一
）
に
は
、
五
台
山
念
仏
三
味
の
法
を
諸
弟
子
に
伝
受
し
て
常
行
三
昧
を
始
修
し
、
以
後
、
叡
山
で
は
、
最
澄

の
伝
え
た
四
種
三
昧
中
の
常
行
三
昧
に
代
り
、
円
仁
将
来
の
常
行
三
味
が
修
行
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
五
台
山
念
仏
の
内
容
性
格
を
み
る
に
先
立
ち
、
法
照
禅
師
の
生
涯
を
、
「
末
高
僧
伝
」
巻
二
十
一
、
延
一
の
「
広
清
涼
伝
‐
｜

巻
中
、
「
楽
邦
文
類
」
巻
三
な
ど
に
よ
っ
て
略
説
す
る
と
、
四
川
省
梁
漢
地
方
の
生
れ
で
、
出
家
し
て
東
呉
よ
り
盧
山
に
遊
び
南
岳
に
赴

い
て
承
遠
（
七
一
二
’
八
○
二
）
の
門
に
入
っ
た
。
承
遠
は
荊
渓
玉
泉
寺
恵
真
の
弟
子
で
、
天
台
の
学
者
で
あ
っ
た
が
、
永
泰
二
年
（
七
六
六
）

南
岳
の
弥
陀
台
で
毎
夏
九
旬
の
般
舟
三
味
を
修
せ
ん
こ
と
を
発
願
実
修
せ
る
第
二
七
日
の
夜
に
阿
弥
陀
仏
よ
り
五
会
念
仏
の
法
を
親
授
さ

れ
、
大
暦
五
年
（
七
七
○
）
五
台
山
に
来
っ
て
霊
感
を
受
け
て
竹
林
寺
を
建
て
、
大
暦
九
年
（
七
七
四
）
に
は
太
原
竜
興
寺
で
『
五
会
念
仏

詞
経
観
行
儀
』
三
巻
を
著
わ
し
、
そ
の
後
、
長
安
に
念
仏
教
を
弘
め
、
章
敬
寺
浄
土
院
で
『
五
会
念
仏
略
法
事
儀
讃
』
一
巻
を
撰
し
て
い

る
。
大
暦
二
年
が
伝
教
大
師
最
澄
降
誕
の
神
護
景
雲
元
年
に
当
る
の
で
、
法
照
は
そ
の
前
後
に
活
躍
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

さ
て
、
次
に
五
台
山
の
念
仏
と
は
、
右
に
も
一
言
せ
る
ご
と
く
、
弥
陀
親
授
の
念
仏
で
、
極
楽
浄
土
の
水
島
樹
林
の
五
音
声
を
そ
の
ま

０

ま
伝
え
た
も
の
で
、
『
五
会
法
事
讃
』
に
よ
れ
ば
、
第
一
会
（
平
声
緩
念
）
第
二
会
（
平
上
声
緩
念
）
第
三
会
（
非
緩
非
急
念
）
第
四
会

（
漸
急
念
）
第
五
会
転
急
念
の
五
会
に
わ
た
る
念
仏
を
さ
す
の
で
五
会
念
仏
と
い
わ
れ
て
い
る
。
彼
の
著
作
に
は
五
会
念
仏
の
行
法
と
多

数
の
讃
文
と
を
収
録
し
て
い
る
が
、
そ
の
作
法
は
阿
弥
陀
経
又
は
観
経
を
読
訓
し
た
後
に
、
五
会
の
音
曲
的
念
仏
を
唱
え
、
各
讃
文
を
荊

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
讃
文
を
通
し
て
窺
い
う
る
法
照
の
思
想
教
学
に
は
、
天
台
教
学
を
根
底
に
も
ち
、
禅
観
や
密
児
と
を
調
和
し
、

慈
感
流
の
念
仏
を
受
け
入
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
心
を
な
す
も
の
は
何
と
い
っ
て
も
善
導
流
の
念
仏
で
あ
り
、
口
称
散
心
念
仏
に
神
秘
的

叡
山
浄
土
教
に
お
け
る
止
観
の
発
揮
（
西
村
）

二
五
九



紫
の
る
。

叡
山
浄
土
教
に
お
け
る
止
観
の
発
揮
（
西
村
）

二
六
○

な
リ
ズ
ム
を
取
り
入
れ
た
と
こ
ろ
に
そ
の
特
色
が
あ
る
の
で
あ
る
。

円
仁
に
よ
っ
て
将
来
さ
れ
た
五
台
山
念
仏
が
、
口
称
本
位
、
西
方
願
生
を
建
前
と
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
最
澄
に
よ
っ
て
将
来
さ
れ
た

観
念
本
位
、
此
土
入
証
を
建
前
と
す
る
止
観
念
仏
と
は
永
炭
相
容
れ
ぬ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
法
照
が
最
初
に
五
会
念
仏
を
感
得

し
た
の
は
南
岳
の
弥
陀
台
で
一
夏
九
旬
の
般
舟
三
昧
を
修
し
て
い
た
と
き
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
天
台
止
観
に
お
け
る

常
行
三
昧
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
法
照
の
五
会
念
仏
は
天
台
の
常
行
三
昧
か
ら
脱
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
五
会
念
仏
が

理
事
墜
修
で
あ
り
、
中
道
実
相
の
正
観
を
う
る
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
形
式
は
善
導
流
の
口
称
念
仏
の
流
れ
を
汲
み
つ
つ
も
、

そ
の
根
底
に
天
台
の
常
行
三
味
を
含
ん
で
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
円
仁
に
よ
っ
て
わ
が
叡
山
に
伝
承
さ
れ
て
来
た
と
し
て
も
天
台
教
学
と

い
さ
さ
か
も
予
盾
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
円
仁
が
同
時
に
将
来
し
た
密
教
に
お
い
て
は
、
顕
密
二
教
判
を
立
て
て
法
華
と

予
盾
し
な
い
こ
と
を
力
説
さ
れ
た
が
、
法
華
至
上
主
義
の
叡
山
教
学
に
お
い
て
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
念
仏
門
に
お
い
て
も
同
様
の
立

場
を
と
ら
れ
た
も
の
に
相
違
な
く
、
し
か
も
、
こ
の
五
会
念
仏
が
中
心
と
な
っ
た
常
行
三
昧
が
、
四
種
三
昧
中
の
常
行
三
味
に
代
っ
て
叡

⑫

山
常
行
堂
で
修
行
さ
れ
、
あ
る
い
は
『
例
時
作
法
』
を
定
め
て
、
『
法
華
峨
法
』
と
と
も
に
、
い
わ
ゆ
る
「
朝
題
目
夕
念
仏
」
の
伝
統
を

醸
成
し
て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
も
、
最
澄
以
来
の
止
観
の
発
揮
と
し
て
の
浄
土
教
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

恵
心
の
浄
土
教
に
関
す
る
資
料
は
、
さ
き
の
最
澄
・
円
仁
の
そ
れ
に
比
し
て
頗
る
豊
富
で
あ
る
。
彼
の
全
著
作
は
真
撰
・
偽
撰
と
り
ま

わ
が
叡
山
浄
土
教
を
隆
盛
な
ら
し
め
、
教
学
・
実
践
と
も
に
組
織
と
体
系
を
樹
立
し
た
の
は
恵
心
僧
都
源
信
（
九
四
二
’
一
○
一
七
）
で

四
恵
心
の
浄
土
教



と
、
五
念
門
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
身
口
意
三
業
相
応
の
業
で
あ
る
こ
と
を
強
説
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
恵
心
独
自
の
五
念
門
釈
が
み
ら
れ
、

摩
訶
止
観
所
説
の
常
行
三
昧
に
お
け
る
身
の
開
遮
、
口
の
説
黙
、
意
の
止
観
や
、
「
歩
々
声
々
念
を
唯
在
阿
弥
陀
仏
」
と
言
っ
た
三
業
相

応
の
説
き
方
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
五
念
門
の
中
、
第
四
観
察
門
に
は
、
㈲
別
相
観
口
総
相
観
日
雑
暑
観
の
事
観
念
仏
が

述
べ
ら
れ
、
雑
暑
観
の
下
に
、
か
か
る
事
観
に
堪
え
ざ
る
者
の
た
め
に
一
心
称
念
が
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
第
五
助
念
方
法
門
で
は
、

こ
の
念
仏
の
た
め
の
助
業
と
し
て
七
事
を
挙
げ
、
総
結
要
行
下
で
は
大
菩
提
心
、
護
三
業
等
の
七
法
を
選
ん
で
、
往
生
の
要
行
と
し
て

「
往
生
之
業
念
仏
為
本
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
阿
弥
陀
経
の
疏
釈
で
あ
る
『
阿
弥
陀
経
暑
記
』
は
恵
心
の
示
寂
三
年
前
の
七
十
三
才
の
箸
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
『
観
心
暑
要
集
』

も
阿
弥
陀
経
暑
記
と
同
様
晩
年
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
観
心
尋
要
集
で
は
、
往
生
要
集
に
お
け
る
善
導
系
の
浄
土
教
導
入
と
違
っ
て
、

天
台
諸
師
の
疏
釈
に
よ
っ
て
、
天
台
観
心
の
肝
要
を
祖
述
し
つ
つ
、
阿
弥
陀
の
三
字
を
空
仮
中
の
三
諦
に
よ
せ
て
一
心
三
観
の
念
仏
を
述

識
へ
た
も
の
で
あ
る
。
い
ま
そ
の
文
を
挙
げ
る
と
、

叡
山
浄
土
教
に
お
け
る
止
観
の
発
揮
（
西
村
）

二
六
一

ぜ
て
『
恵
心
僧
都
全
集
』
五
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
て
、
全
部
で
八
十
五
部
を
数
え
る
。
そ
の
中
、
浄
土
教
に
関
説
せ
る
も
の
は
二
十
数
部

で
あ
る
が
、
有
名
に
し
て
且
つ
確
実
な
も
の
は
、
『
往
生
要
集
』
三
巻
、
『
阿
弥
陀
経
略
記
』
一
巻
、
『
観
心
略
要
集
』
一
巻
で
あ
る
。

こ
の
中
、
往
生
要
集
は
恵
心
の
思
想
の
噸
熟
し
た
壮
年
時
代
す
な
わ
ち
四
十
三
才
か
ら
四
十
四
才
に
か
け
て
の
半
ヶ
年
間
に
完
成
さ
れ

た
一
大
名
著
で
あ
る
。
本
書
の
中
心
は
第
四
正
修
念
仏
門
と
第
五
助
念
方
法
門
と
で
あ
る
。
正
修
念
仏
門
で
は
、
五
念
門
の
組
織
に
よ
っ

て
念
仏
行
を
提
唱
し
て
い
る
が
、

咽
ト
ハ

卜
〈

ト
ハ

礼
拝
者
、
是
即
三
業
相
応
之
身
業
也
。
讃
歎
者
、
是
三
業
相
応
之
口
業
也
。
作
願
門
門
老
以
下
三
門
（
作
願
・
観
察
・
回
向
）
、
是
三
業

礼
拝
者
、
是
即
一

相
応
之
意
業
也
。



伝
教
大
師
最
澄
に
よ
っ
て
将
来
さ
れ
た
円
密
禅
戒
の
四
宗
に
よ
っ
て
叡
山
仏
教
は
展
開
の
火
ぶ
た
が
切
ら
れ
た
が
、
根
本
理
念
に
お
い

側

て
は
、
最
澄
は
三
種
法
華
（
華
厳
経
を
根
本
法
華
、
鹿
苑
・
方
等
・
般
若
時
の
諸
経
を
隠
密
法
華
、
法
華
経
を
顕
説
法
華
と
名
づ
け
た
。
）

の
説
を
た
て
て
、
釈
尊
所
説
の
一
切
の
法
門
は
法
華
一
乗
教
に
統
摂
さ
れ
る
と
し
た
。

か
か
る
法
華
至
上
主
義
が
叡
山
仏
教
史
上
に
一
貫
し
て
流
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
最
澄
の
伝
承
し
た
止
観
念
仏
は
、
こ
の
法
華
の
実

践
業
た
る
円
頓
止
観
の
一
行
法
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
そ
の
止
観
念
仏
も
単
な
る
理
観
で
な
く
身
口
意
三

も
の
で
あ
る
。

叡
山
浄
土
教
に
お
け
る
止
観
の
発
揮
（
西
村
）

二
六
二

剛
剖
ス
ト

ヲ
ノ

ソ
ク

ノ
ー

キ
ナ
リ
ス

ノ
ヲ

ノ
ト

チ
ト

チ
ナ
リ

念
二
仏
名
一
者
。
其
意
云
何
。
謂
於
二
阿
弥
陀
三
字
一
可
観
二
空
仮
中
三
諦
。
彼
阿
者
。
即
空
。
弥
者
。
即
仮
。
陀
者
。
即
中
也
。

価回し
ノ

テ
ノ

ナ
ル
ヲ

ノ
ノ

キ
ノ

ノ
ノ

ク
ス

夫
名
号
功
徳
以
一
一
莫
大
一
故
也
。
所
以
空
仮
中
三
諦
。
法
報
応
三
身
。
仏
法
僧
三
宝
。
三
徳
。
三
般
若
。
如
此
等
一
切
法
門
。
悉
摂
一
一
阿

ノ
二

二
ソ
ハ

ノ
ヲ

チ
ン

ノ
ヲ

ツ
ナ
リ

ノ
フ

ニ
ル

ー
ブ

ニ
ル
コ
、
、
‐

ノ
ノ

ヲ
シ

キ
ケ

ハ
ノ

ヲ

弥
陀
三
字
一
。
故
唱
二
其
名
号
一
即
荊
一
一
八
万
法
蔵
。
持
二
三
世
仏
身
一
也
。
綿
称
二
念
弥
陀
仏
一
。
冥
備
二
此
諸
功
徳
一
。
猶
如
示
焼
二
丸
香
一
分
→

ク
シ

ス
レ

ハ
ノ

ー
ル
カ

ノ
ヲ

衆
香
悉
薫
。
浴
二
大
海
一
滞
一
用
壗
衆
河
水
冬
耳
。

㈹

と
、
名
号
の
功
徳
論
に
ま
で
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
阿
弥
陀
三
諦
の
思
想
は
、
阿
弥
陀
経
黒
記
に
も
み
ら
れ
、
こ
の
思
想
が
確
立
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
天
台
教
義
と
弥
陀
思
想
が
完
全
に
調
和
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
三
著
に
よ
っ
て
恵
心
の
念
仏
思
想
泰
概
観
し
た
が
、
そ
こ
に
は
理
観
念
仏
あ
り
、
事
観
念
仏
あ
り
、
無
観
佃
信
の
口
称
念
仏
あ
り

と
、
実
に
多
岐
多
様
な
内
容
を
も
っ
て
お
り
、
天
台
念
仏
あ
り
、
善
導
念
仏
あ
り
で
一
見
予
盾
し
た
よ
う
に
も
み
え
る
。
ま
た
、
往
生
要
集

と
観
心
暑
要
集
と
で
は
引
用
典
籍
や
念
仏
の
内
容
等
に
お
い
て
差
異
が
み
と
め
ら
れ
、
両
書
間
に
お
い
て
本
質
的
な
差
異
を
み
と
め
る
向

も
な
い
で
は
な
い
。
し
か
し
、
果
し
て
、
か
か
る
見
解
が
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
ざ
に
あ
ら
ず
、
両
書
は
念
仏
の
内
容
面
に
お
い
て

そ
の
編
蛎
の
角
度
を
異
に
し
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
観
心
署
要
集
は
勿
論
の
こ
と
、
往
生
要
集
も
止
観
を
離
れ
て
は
成
立
し
な
い
と
考
え
る



業
相
応
の
念
仏
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
後
世
の
叡
山
浄
土
教
に
お
け
る
一
貫
し
た
特
色
で
も
あ
り
、
理
観
念
仏
、
事
観
念
仏
、
口
称
念
仏
が

説
か
れ
て
く
る
必
然
性
が
そ
こ
に
存
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

慈
覚
大
師
円
仁
に
お
い
て
も
ま
た
然
り
。
台
密
を
充
実
発
展
さ
せ
、
顕
密
二
教
判
を
立
て
、
密
教
が
法
華
と
予
盾
し
な
い
こ
と
を
説
い

た
彼
が
、
法
華
と
予
研
す
る
が
如
き
念
仏
を
将
来
す
る
筈
が
な
い
。
五
会
念
仏
の
中
心
を
な
す
も
の
は
口
称
散
心
本
位
の
善
導
流
の
念
仏

で
こ
そ
あ
れ
、
単
な
る
そ
れ
一
返
倒
で
は
な
く
、
法
照
感
得
の
五
会
念
仏
は
、
天
台
の
常
行
三
味
よ
り
脱
化
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
法

華
と
い
さ
さ
か
も
予
盾
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
止
観
の
発
揮
と
し
て
の
叡
山
浄
土
教
は
、
恵
心
に
至
っ
て
大
成
さ
れ
た
。
最
澄
円
仁
を
経
て
天
台
教
学
の
実
践
的
帰
結
と

し
て
示
さ
れ
た
も
の
は
法
華
と
念
仏
と
で
あ
っ
た
が
、
惠
心
は
こ
の
法
華
と
念
仏
と
の
内
面
的
連
鎖
関
係
を
体
系
づ
け
た
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
恵
心
に
あ
っ
て
は
、
念
仏
の
一
法
を
以
て
天
台
の
実
践
法
を
簡
素
化
し
、
易
行
化
す
る
方
向
を
と
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ

が
往
生
要
集
と
し
て
著
わ
さ
れ
た
。
し
か
し
、
元
来
、
天
台
円
教
に
お
け
る
成
仏
法
の
実
践
は
法
華
の
諸
法
実
相
の
体
験
に
あ
る
の
で
あ

り
、
即
空
即
仮
即
中
の
円
融
三
諦
の
理
を
体
験
す
る
に
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
恵
心
は
、
阿
弥
陀
の
三
字
に
空
仮
中
の
理
は
内
在
す
る

と
、
法
華
の
原
理
を
念
仏
の
一
法
に
帰
一
せ
し
め
、
観
心
署
要
集
が
著
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
往
生
要
集
、
観
心
暑
要
集
両
者

と
も
に
同
一
基
然
に
立
つ
も
の
と
思
考
さ
る
・
へ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
恵
心
に
あ
っ
て
は
、
念
仏
が
単
な
る
極
楽
往
生
の
た
め
の

行
法
た
る
に
満
足
さ
れ
ず
、
そ
れ
が
同
時
に
成
仏
の
た
め
の
要
行
た
る
と
こ
ろ
ま
で
高
め
て
ゆ
く
た
め
の
労
作
が
、
晩
年
の
観
心
黒
要
集

や
阿
弥
陀
経
暑
記
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
も
止
観
の
発
揮
と
し
て
の
叡
山
浄
土
教
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。

川
近
代
宗
教
学
に
お
い
て
も
、
宗
教
は
宗
教
経
験
と
教
義
、
儀
礼
お
よ
び
教
団
よ
り
成
立
す
る
と
説
い
て
お
り
、
仏
教
で
い
う
解
行
の
重
要
に
し
て

不
可
欠
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。

叡
川
浄
土
教
に
お
け
る
止
観
の
発
揮
（
西
村
）

二
六
三



⑱
阿
弥
陀
経
略
記
（
恵
全
一
・
四
○
一
）
に
、
「
若
作
二
観
解
一
無
者
即
空
。
量
者
即
仮
。
寿
者
即
中
。
仏
者
三
智
即
一
心
具
。
応
し
知
、
円
融
三
観
之
智
、

冥
二
於
円
融
三
諦
之
境
一
、
万
徳
自
然
円
、
名
一
阿
弥
陀
仏
一
」
と
あ
る
。

レ
ト
ハ

ノ
ナ
リ

ト
ハ

ノ
ナ
リ

ト
ハ

ノ

⑰
『
守
護
国
界
章
』
（
伝
全
旧
一
ノ
ー
○
九
）
巻
上
に
「
夫
於
一
仏
乗
者
、
根
本
法
華
教
。
分
別
説
三
者
、
隠
密
法
華
教
。
唯
一
仏
乗
者
、
顕
説
法
華

ナ
リ

ノ
ニ

ク
ノ

ノ
ニ

シ

教
。
妙
法
華
之
外
、
更
無
二
句
経
一
。
唯
一
乗
之
外
。
更
無
二
余
乗
等
一
・
」
と
あ
る
。

(10（15）（14）（13） ○
）
に
み
え
て
い

⑪
浄
全
第
六
巻
収

⑫
現
行
の
例
時
作

叡
山
浄
土
教
に
お
け
る
止
観
の
発
揮
（
西
村
）

二
六
四

側
伝
教
大
師
全
集
（
旧
）
一
ノ
六
四
五
。
「
但
恐
鹿
食
者
、
堕
一
第
六
無
性
一
、
南
無
阿
弥
陀
仏
」

③
伝
教
大
師
全
集
（
旧
）
四
ノ
ー
六
。
「
以
一
一
此
功
徳
一
、
願
共
二
法
界
諸
衆
生
一
、
等
捨
一
此
身
一
己
。
生
一
極
楽
界
弥
陀
仏
前
一
、
聴
一
聞
正
法
一
、
悟
一
無
生
忍
｛
、

具
二
大
神
通
一
、
遊
一
歴
十
方
一
、
供
二
養
諸
仏
一
、
常
聞
二
無
上
大
乗
正
法
、
福
智
資
根
一
、
自
行
化
他
、
生
一
十
法
仏
前
一
、
一
切
仏
法
、
速
得
二
円
満
一
ｃ
」

倒
伝
教
大
師
全
集
（
旧
）
三
ノ
ー
四
五
。
「
大
日
本
国
人
依
正
、
国
家
隆
平
人
求
道
依
正
安
穏
修
一
念
仏
一
。
」

⑤
竜
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
一
集
所
収
拙
論
「
叡
山
法
華
教
学
と
叡
山
浄
土
教
の
称
念
思
想
」
参
照
。

⑥
天
台
智
顔
に
仮
託
さ
れ
た
浄
土
教
典
籍
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
哲
英
博
士
著
『
天
台
大
師
の
研
究
』
ｐ
五
五
五
’
六
五
八
参
照
。

例
司
蘇
悉
地
経
疏
』
巻
一
に
「
問
、
何
等
名
為
二
顕
教
一
耶
。
答
、
諸
三
乗
教
是
為
し
皿
。
問
、
何
故
彼
三
乗
教
以
為
二
顕
教
一
。
答
、
未
し
説
二
事
理
倶
密
一
故

也
。
問
、
所
し
言
事
理
倶
密
者
其
趣
如
何
。
答
、
世
俗
勝
義
円
融
不
二
是
為
二
理
密
一
、
若
三
世
如
来
身
語
意
潴
是
為
二
事
密
一
。
問
、
華
厳
練
摩
般
若
法

華
等
諸
大
乗
教
於
二
此
顕
密
一
何
等
摂
耶
。
答
、
如
二
華
厳
練
摩
等
諸
大
乗
教
一
皆
是
密
教
也
。
」
と
あ
る
。

⑧
仏
全
、
遊
方
伝
叢
書
一
、
六
四
ａ
。

⑨
仏
全
、
遊
方
伝
叢
書
一
・

⑩
円
仁
が
仁
寿
元
年
に
五
台
山
念
仏
の
法
を
移
し
て
常
行
三
昧
を
始
修
し
た
こ
と
は
、
宗
性
の
「
日
本
高
僧
伝
要
文
抄
」
第
二
巻
（
仏
全
、
ｐ
三
八

現
行
の
例
時
作
法
は
原
型
よ
り
増
広
整
備
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
円
仁
親
撰
の
例
時
作
法
は
未
詳
な
る
も
、
古
写
本
な
ど
か
ら
推
定
す
る
と

奉
請
ｌ
甲
念
仏
Ｉ
経
段
（
阿
弥
陀
経
を
四
段
に
分
け
念
仏
を
は
さ
む
）
Ｉ
甲
念
仏
ｌ
合
殺
ｌ
後
唄
が
原
型
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。

大
正
八
四
・
四
八
ａ

宙
心
今
圭
一
・
二
半
］
辛
］

恵
全
一
・
三
二
九

阿
弥
陀
経
略
記
（

円
仁
が
仁
寿
元
年
に
五
台
山
念
仏
の
法
を
移
し
て
常
行
三
昧
を
始
修
し
た
こ
と
は
、
宗
性
の
「
日
本
高
僧
伝
要
文
抄
」
第
二
巻
（
仏
全
、
ｐ
三
八

）
に
み
え
て
い
る
。

四


